
（９）世界と感動を共有
するコンテンツ創造
及び情報活用技術

（７）大量の情報を
瞬時に伝え

誰もが便利・快適
に利用できる次世
代ネットワーク技術

（８）人の能力を補い
生活を支援する

ユビキタスネットワー
ク利用技術

（１０）世界一安全・安
心な ＩＴ社会を実現す
るセキュリティ技術

（３）次世代半導体の国際
競争を勝ち抜く超微細化・
低消費電力化及び設計・

製造技術

（５）世界に先駆けた
家庭や街で生活に役
立つロボット中核技術

（６）世界標準を目指す
ソフトウェアの
開発支援技術

（４）世界トップを走り続け
るためのディスプレイ・スト
レージ・超高速デバイスの

中核技術

科学科学

継続的イノベーション
を具現化するための
科学技術の研究開発

基盤の実現

（１）科学技術を牽
引する世界最高水
準の次世代スー
パーコンピュータ

社会社会

すべての国民が ＩＴの恩恵

を実感できる社会の実現

産業産業

革新的 ＩＴ技術による

産業の持続的な発展
の実現

（２）次世代を担う
高度ＩＴ人材の育成

第３期科学技術基本計画の期間中の

情報通信分野における戦略重点科学技術

資料５－２

情報通信分野における

戦略重点科学技術の概要
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戦略重点科学技術（１）
科学技術を牽引する世界最高水準の次世代スーパーコンピュータ

○世界最先端・最高性能の汎用「次世代

スーパーコンピュータ」の開発・整備及び

利用技術の開発・普及を行う。

○次世代スーパーコンピュータの開発・利

用プロジェクトを平成１８年度より開始し、

平成２２年度の稼働、平成２４年の完成を

目指す。さらに、画期的な次世代材料の

設計や新薬の革新的な設計などを可能と

するシミュレーションを実現し、要素技術

を高性能コンピュータ、情報機器へ活用

する。

○次世代スーパーコンピュータの利用に

おいて、社会的・国家的見地から特定分

野の研究を戦略的・重点的に推進する。

科学科学

対象となる施策（平成２１年度）

最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの開発利用

戦略重点科学技術（２） 次世代を担う高度ＩＴ人材の育成
科学科学

○大学間及び産学の壁を越えて潜在力を

結集し、教育内容・体制を強化することによ

り、 世界最高水準のＩＴ人材として求め

られる専門的スキルを有するとともに、社

会情勢の変化等に先見性をもって対処し、

企業等において先導的役割を担う人材を

育成する教育拠点の形成を支援する。

○全国の拠点で多様なプログラムが展開さ

れ、その開発・実施を通じて得られた成果

について、それを効果的・効率的に全国へ

普及・展開する拠点間教材等洗練事業を

展開する。

うち 国家基幹技術部分 【文部科学省】 対象予算案： 19,000百万円

うち 高性能汎用計算機の利用促進部分 【文部科学省】 対象予算案： 32百万円

Ｔ４ファージ脂質膜貫通物質設計

提供：分子科学研究所

カーボンナノチューブ

提供：理化学研究所

ナノテクノロジー

ライフサイエンス

超音波治療の予測

細胞シミュレーション

分子シミュレーション

次世代スーパー
コンピュータ

イメージ図

セルロース分解酵素

対象となる施策（平成２１年度）

先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラム

【文部科学省】 対象予算： 895百万円

教材等の洗練

ガイドラインの策定

広報活動

ポータルサイトの構築

教員等の教育力向上支援

洗
練
さ
れ
た
教
材
の
提
供
等

各
拠
点
に
よ
る
成
果
の
登
録
等

拠点代表機関を中心に行う普及展開事業

高度ＩＴ人材育成方策を全国展開

拠点大学院
連携大学産業界

連携・支援 PBLや長期インターンシップ
など実践的教育を推進

連携大学

ソフトウェア分野（H18～）６拠点

セキュリティ分野（H19～）２拠点

拠点間教材等洗練事業（H20～）

社会人向け教育プログラム展開
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シェア
○次世代半導体の国際競争を勝ち抜くた

めに、世界に先んじて量産につなげる、

超微細化プロセス技術、設計・開発支援

技術などを構築する。

○また、環境と経済の両立を達成するた

めの、低消費電力化技術を確立する。

戦略重点科学技術（３） 次世代半導体の国際競争を勝ち抜く
超微細化・低消費電力化 及び設計・製造技術

産業産業

対象となる施策（平成２１年度）

ＭＩＲＡＩプロジェクト
【経済産業省】 対象予算案： 4,100百万円

次世代プロセスフレンドリー設計技術開発
【経済産業省】 対象予算案： 690百万円

次世代回路アーキテクチャ技術開発事業
【経済産業省】 対象予算案： 240百万円

ドリームチップ開発プロジェクト
【経済産業省】 対象予算案： 1,200百万円

半導体アプリケーションチッププロジェクト
【経済産業省】 対象予算案： 1,000百万円

新構造トランジスタ基盤技術

ひずみシリコン

ゲート絶縁膜

ゲート長

 ト長ゲート長 36 nm36 nm

酸化膜

（シリコン・ゲルマニウム）

ひずみＳＯＩ トランジスタ

トンネル障壁

エミッター電極 コレクター電極ベース電極

強磁性体 非磁性体強磁性体

２つのトンネル障壁に
挟まれた強磁性体中に

現れるスピン偏極量子
準位を伝導路に利用

駆動回路 バックライトユニット

冷陰極管

フロントパネル 液晶パネル
TFTパネル

カラーフィルタ
位相差フィルムなど

光学部材

反射板

拡散板・輝度
向上フィルム

など

戦略重点科学技術（４） 世界トップを走り続けるための
ディスプレイ・ストレージ・超高速デバイスの中核技術

産業産業

スピントランジスタ （構造例）

液晶ディスプレイパネルの構成

対象となる施策（平成２１年度）

高機能・超低消費電力コンピューティングのための
デバイス・システム基盤技術の研究開発

【文部科学省】 対象予算案： 430百万円

スピントロニクス不揮発性機能技術プロジェクト
【経済産業省】 対象予算案： 520百万円

次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発
【経済産業省】 対象予算案： 445百万円

グリーンＩＴプロジェクト
【経済産業省】 対象予算案： 5,000百万円

プラズマディスプレイパネル

○我が国が世界最高水準の技術を持ち、

世界市場において激しい競争を行っている。

○ディスプレイ、ストレージ、超高速デバイス

等のデバイスにおいて、その技術を維持・

発展させ、将来の国際競争にも勝てるよう

にするため、低消費電力化を含めた、

中核となる技術を構築する。

国籍別半導体出荷額推移
米州企業

日本企業

欧州企業

アジア・パシフィック企業

出典：ガートナー，GJ08208

３次元半導体技術

ロジックインメモリ （回路図）

演 機能演算機能

A

B C

記憶機能

演算デバイスと

記憶デバイスの
一体化による素

子数の削減及び
不揮発性メモリ

による超低消費
電力化を実現
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グリーン・クラウドコンピューティング

ハードディスクや
ルータ、半導体等、
個々の要素技術
を省エネ化。

冷却システムや直流
給電システム及びそ
の効果を最大限にす
るSiCを用いたパワ
エレの開発等により、
データセンタ全体を
省エネ化。

家庭や中小企
業オフィスの
ディスプレイの
消費電力を
低減。

最も省エネになるデータ
処理をデータセンタを越
えて行うことを可能とす
る。



戦略重点科学技術（６）
世界標準を目指すソフトウェアの開発支援技術

１台の自動車に最大７０～８０もの組込みシステム

エンジン制御
システム

パワーステアリング

エアバッグ

オートエアコン

ドアロック
コントロール

電動格納式
ミラー

自動車内の組込みシステム

対象となる施策（平成２１年度）

情報基盤戦略活用プログラム
うち ｅ-サイエンス実現のためのシステム統合・連携ソフトウェアの研究開発

高信頼ソフトウェアの技術開発プログラム

セキュアプラットフォームプロジェクト
ＩＴ投資効率向上のための共通基盤開発プロジェクト
産学連携ソフトウェア工学の実践のうち

①産学連携ソフトウェア工学の実践事業
②産学連携ソフトウェア工学の実践拠点

オープンソフトウェア利用促進事業

【経済産業省】 対象予算案： 800百万円

【経済産業省】 対象予算案：1,375百万円*
【経済産業省】 対象予算案： 844百万円

産業産業

【文部科学省】 対象予算案： 85百万円

【経済産業省】 対象予算案： 540百万円

*印：戦略重点科学技術の対象が予算の一部である施策 3

【文部科学省】 対象予算案： 619百万円
の内数

○市場ニーズに基づき、サービス分野に

おいて、将来、ロボットを活用して達成す

べきミッションを設定した上で、これを達成

するために必要な基盤的ロボットシステム

及び要素技術を開発する。

○生産分野、生活環境など、状況変化の

激しい環境における様々な作業を確実に

遂行するためのロボット知能化技術の開

発や、要素部品等を繋ぐ共通のプラット

フォーム技術を開発する。

戦略重点科学技術（５）
世界に先駆けた 家庭や街で生活に役立つロボット中核技術

産業産業

対象となる施策（平成２１年度）

高齢者・障害者のためのユビキタスネットワークロボット技術の研究開発 【総務省】 対象予算案： 550百万円

次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト 【経済産業省】 対象予算案： 1,350百万円

基盤ロボット技術活用型オープンイノベーション促進プロジェクト 【経済産業省】 対象予算案： 100百万円

戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト 【経済産業省】 対象予算案： 252百万円*

生活支援ロボット実用化プロジェクト 【経済産業省】 対象予算案： 1,600百万円

*印：戦略重点科学技術の対象が予算の一部である施策

○組込みソフトウェア（ハードウェアを制御するソフトウェア）
の開発力を強化するソフトウェア開発手法やその可視化技
術及び高信頼な基盤ソフトウェア等の開発を行う。 組込み
システムは我が国の自動車産業、情報家電産業等の多くを
支える基盤技術。組込みシステムは、我が国が国際競争力
を持つ数少ないソフトウェア分野の一つである。

○ソフトウェアの信頼性及び生産性を向上させる研究・手法
開発や、情報アクセスの集中管理を可能とする仮想化技術
の開発を通じ、ソフトウェア産業のみならず、ソフトウェアに
益々依存していくと予想される我が国産業全体の競争力強
化及び我が国経済社会システムの信頼性確保を図る。

シーリングカメラ 屋内測位センサ（スードライトなど）

RFID

タグ・リーダ

RFIDタグ

掃除ロボット

ホームネットワーク

ここを掴ん
で下さい

生活モニタ

RFIDタグ

RFIDタグ

RFIDタグ

２０２５年における生活支援ロボットの利用シーン例

【経済産業省】 対象予算案： 400百万円




